
資料５

平成 29年度

森林整備事業における

完了後の評価結果（案）



整理
番号

都道府県 事業区分 事業実施地区名 事業実施主体

1 北海道 森林環境保全整備事業
むかわ町

（むかわちょう）
北海道、むかわ町、苫小牧広
域森林組合等

2 北海道 森林環境保全整備事業
枝幸町

（えさしちょう）
北海道、枝幸町、南宗谷森林
組合等

3 北海道 森林環境保全整備事業
津別町

（つべつちょう）
北海道、津別町、北見広域森
林組合等

4 北海道 森林環境保全整備事業
北見市

（きたみし）
北海道、北見市、北見広域森
林組合等

5 北海道 森林環境保全整備事業
標茶町

（しべちゃちょう）
北海道、標茶町、標茶町森林
組合等

6 栃木県 森林環境保全整備事業
那須町

（なすまち）
栃木県、栃木県森林整備公
社、那須町森林組合

7 山口県 森林環境保全整備事業
岩国市

（いわくにし）
岩国市、森林組合、農林振興
公社等

8 徳島県 森林環境保全整備事業
那賀町

（なかちょう）
徳島県、那賀町、木頭森林組
合等

9 大分県 森林環境保全整備事業
竹田市

（たけたし）
大分県、竹田市、森林組合等

10 大分県 森林環境保全整備事業
豊後大野市

（ぶんごおおのし）
大分県、豊後大野市、森林組
合等

整理
番号

都道府県 事業区分 事業実施地区名 事業実施主体

1 群馬県 森林居住環境整備事業
吾妻

（あがつま）
群馬県

2 熊本県 森林居住環境整備事業
玉名

（たまな）
熊本県

平成２９年度　完了後評価実施地区一覧表
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完了後の評価個表
整理番号 森１－１

事 業 名 森林環境保全整備事業 都 道 府 県 北海道

地域(地区）名 むかわ 町 事業実施主体 北海道、むかわ町、
ふりがな ちよう

苫小牧広域森林組合等

関 係 市 町 村 むかわ町 管 理 主 体 北海道、むかわ町、
苫小牧広域森林組合等

事業実施期間 平成18年度～平成22年度（５年間） 完了後経過年数 ５年

事業の概要・目的 ① 位置等
むかわ町は北海道胆振総合振興局管内の東部に位置し、北東にのびる山間部の中央を

い ぶり

１級河川鵡川が流れ、その両側に耕地が開け集落が形成されている。面積は約71千ha
む かわ

で、厚真町、日高町、平取町、夕張市、占冠村に隣接している。

② 森林の状況
本地区の森林面積56千ha（森林率79％）のうち、民有林面積は36千haで森林全体の64

％を占めており、内訳は私有林が19千ha（53％）、道有林が13千ha（36％）、町有林が4
千ha（11％）となっている。

民有林の人工林面積は13千ha（人工林率35％）で、樹種ではカラマツとトドマツが大
半を占め、齢級構成Ⅶ齢級以下の森林が36％を占めている。

③ 本地区を整備する目的・意義
本地区では、13千haの人工林が造成され、その多くは除・間伐等の保育を必要として

いたが、木材価格の低迷等に伴い、森林所有者等の施業意欲が減退しており、森林の有
する多面的機能の高度発揮が懸念される状況にあった。

また、森林経営の基盤となる林道等の路網が不十分であったことから、適切な森林施
業の実施や効率的な木材生産に支障があった。

このため、森林の有する多面的機能の維持・増進を図り、もって森林環境の保全に資
することを目的として、計画的に除・間伐等の森林施業を推進するとともに、路網が必
要な森林においては森林管理道の整備を実施した。

（事業概要）
森林整備 植栽 607ha、下刈 1,950ha、除・間伐 1,866ha、受光伐等 618ha

作業路整備 7,575m
森林管理道整備

① 富内第２ 線 車道幅員 3.0m 開設延長 2,327m 利用区域面積 519ha
② 隆 農 線 車道幅員 3.0m 開設延長 1,320m 利用区域面積 67ha
③ 仁和中央 線 車道幅員 3.0m 開設延長 3,968m 利用区域面積 293ha
④ 春日旭岡 線 車道幅員 3.0m 開設延長 2,250m 利用区域面積 236ha

総事業費 1,754,331千円 （当初総事業費 3,457,386千円）

① 費用対効果分析の 平成29年度時点における費用対効果分析の結果は以下のとおりである。
算定基礎となった なお、事業内容の変更や低コスト化に伴い、事業採択時に比べ総便益は増となり、総事
要因の変化 業費及び総費用が減となった。

総便益（Ｂ） 19,289,417千円 （事業採択時 18,272,402千円）
総費用（Ｃ） 4,077,875千円 （事業採択時 5,706,712千円）
分析結果（Ｂ／Ｃ） 4.73 （事業採択時 3.20 ）

② 事業効果の発現状 本事業で植栽されたカラマツやトドマツの成長は良好で、間伐等を行った箇所とともに

況 多様な環境を持つ健全な森林として育成されており、木材生産のほか、水源涵養機能等の
かん

公益的機能の高度発揮が期待される森林が整備された。
森林管理道が整備された区域において、森林施業の効率化、木材生産の低コスト化が図

られたことから、整備前は５年間で72haだった保育や除・間伐及び主伐が、整備後は866ha
実施され、今後も784haの森林整備が計画されるなど森林施業が活性化された。

③ 事業により整備さ 本事業により開設された林道は、むかわ町が定めた林道維持管理規程に基づき管理され
れた施設の管理状 ている。
況

④ 事業実施による環 森林整備が実施され、林内の明るい単層林や針広混交林が整備され、森林の環境が向上
境の変化 してきている。

林道開設による野生動植物の生息・生育環境の悪化、渓流水の流量の減少などの影響は
見受けられない。

⑤ 社会経済情勢の変 林道整備により、作業現場へのアクセス改善、集約化による森林施業コストの低減が図
化 られることで、森林所有者による森林施業の意欲が徐々に高まってきており、持続的な森

林経営と間伐等の生産性向上が図られるとの期待がより一層高まってきている。
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整理番号 森１－２

⑥ 今後の課題等 森林施業の実施に対する意欲が徐々に増進されてきているが、木材価格の低迷等により
間伐等の実施状況が十分とは言えない状況であることから、森林所有者に対する森林施業
実施の普及啓発等を行い、積極的な森林施業の実施を促進する必要がある。

（地元の意見）
・ 森林整備事業実施による土砂流出の防止、水源涵養機能等の公益的機能の高度発揮に

かん

寄与している。林道の開設後は、沿線の小渓流等へ散策に訪れる者が増加するなど、地
域住民と森林のふれあいの場となっているるとともに、森林災害等の早期発見に寄与し
ている。（むかわ町）

・ 森林施業の集約化を図り低コスト化を推進し、森林所有者の林業経営意欲の向上を図
るため、計画的かつ効率的な森林施業の実施に努める必要がある（苫小牧広域森林組
合）

評 価 結 果 ・必要性： 地元の意見にも見られるとおり、本事業の施工後は、土砂流出の防止、水源
涵養機能等の公益的機能の高度発揮に寄与するなど、本事業の効果が発揮され
ていること、森林の整備及び基盤となる路網の整備が総合的に実施されている
ことから、事業の必要性が認められる。

・効率性： 森林整備にあたっては、森林吸収源対策として間伐等の森林整備を優先的に
実施していること、林道整備にあたっては、現地に応じた最も効果的かつ効率
的な工種・工法で実施しており、事業実施にあたってもコスト縮減に努め総事
業費の削減が図られたことから、事業の効率性が認められる。

・有効性： 林道整備により、森林へのアクセスが容易になり、森林整備を実施するコス
トも縮減されることから、今後も事業効果の発現が見込まれていること、林道
が災害時の迂回路としても機能していること、森林整備により、森林の景観が
向上してきていることから、事業の有効性が認められる。
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完了後の評価個表
整理番号 森２－１

事 業 名 森林環境保全整備事業 都 道 府 県 北海道

地域(地区）名 枝幸町 事業実施主体 北海道、枝幸町、南宗谷森林組合等
ふりがな え さしちよう

関 係 市 町 村 枝幸町 管 理 主 体 枝幸町、南宗谷森林組合等

事業実施期間 平成18年度～平成22年度（５年間） 完了後経過年数 ６年

事業の概要・目的 ① 位置等
枝幸町は、宗谷総合振興局管内の最南部の位置にあり、西北は山岳によって浜頓別町

に隣接し、西南は上川総合振興局管内の音威子府村に隣接、南は上川総合振興局管内の
美深町、オホーツク総合振興局の雄武町に隣接しており東は延長51kmの海岸線がオホー
ツク海に面している。

② 森林の状況
本町の森林面積91千ha（森林率81％）のうち、民有林面積は43千haで森林全体の48％

を占めており、内訳は町有林が39千ha（11％）、私有林が39千ha（89％）であり、樹種
ではトドマツとアカエゾマツなどの針葉樹が大半を占め、Ⅵ齢級以下の若齢林が35％を
占めている。

③ 本地区を整備する目的・意識
人工林はⅥ齢級以下の若齢林が35％を占めていることから、今後の保育・間伐等を必

要としているが、安価な輸入材の増加による価格の低迷や非木質系建設資材の進出に伴
う木材需給の減退に加え、林業従事者の高齢化など林業を取り巻く環境はきわめて厳し
い状況にあった。
また、森林経営の基盤となる林道等の路網が不十分であったことから、適切な森林施

業の実施や効率的な木材生産に支障があった。
このため、森林の有する多面的機能の維持・増進を図り、もって森林環境の保全に資

することを目的として、計画的に除・間伐等の森林施業を推進するとともに、路網が必
要な森林においては森林管理道の整備を実施した。

(事業概要)
森林整備 植栽 612ha 下刈 4,656ha 除・間伐 2,744ha、受光伐等 1,887ha

作業路整備 17,770m
林道整備

①オフンタルマナイ線 車道幅員 4.0ｍ 開設延長 4,263ｍ 利用区域面積 1,059ha
②ふるさとの森線 車道幅員 4.0ｍ 開設延長 1,196ｍ 利用区域面積 688ha
③オチャラベ線 車道幅員 4.0ｍ 開設延長 422ｍ 利用区域面積 84ha
④上流川線 車道幅員 3.0ｍ 開設延長 937ｍ 利用区域面積 204ha
⑤カミホロ2号線 車道幅員 3.0ｍ 開設延長 3,421ｍ 利用区域面積 151ha
⑥ウンエナイ支線 車道幅員 3.0ｍ 開設延長 3,520ｍ 利用区域面積 317ha
⑦下幌別2号線 車道幅員 3.0ｍ 開設延長 1,090ｍ 利用区域面積 107ha
総事業費 2,727,147千円 （当初総事業費 4,332,455千円）

① 費用対効果分析の 平成29年度時点における費用対効果分析の結果は以下のとおりである。
算定基礎となった なお、事業内容の変更や低コスト化に伴い、事業採択時に比べ総便益は増となり、総事
要因の変化 業費及び総費用が減となった。

総便益（Ｂ） 30,200,807千円 （事業採択時 16,092,745千円）
総費用（Ｃ） 6,541,030千円 （事業採択時 6,635,450千円）
分析結果（Ｂ／Ｃ） 4.62 （事業採択時 2.43 ）

② 事業効果の発現状 本事業で植栽されたカラマツやエゾマツの成長は良好であり、除・間伐の施業を行った
況 人工造林も健全な森林として整備され、森林資源として充実してきている。

林道が整備された区域においては、森林施業の効率化、木材生産の低コスト化が図られ
たことから、間伐等の森林整備面積が整備前の5年間では323haであったものが、整備後は
1,798ha実施され、今後も1,251haの森林整備が計画されるなど森林整備が活性化された。

③ 事業により整備さ 森林整備については森林所有者自ら、又は、森林所有者から経営委託した森林組合が適
れた施設の管理状 切に管理を行っており、特に新たに植栽を行った森林については、その後も下刈り等の保
況 育施業を適切に実施している。

開設した7路線については、枝幸町が管理者となって、町が定めた林道維持管理規定に基
づき、適正に維持している。

④ 事業実施による環 除・間伐等の施業が実施された森林は、不用木の除去や不用木の淘汰が適切に行われ、
境の変化 明るく健全な林分に改善された。

林道開設による野生動植物の生息・生育環境の悪化、渓流水の流量の減少などの影響は
見受けられない。

⑤ 社会経済情勢の変 林道整備により、作業現場へのアクセスの改善、素材生産の低コスト化等が図られ、森
化 林施業への意欲が徐々に増進されてきている。
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整理番号 森２－２

⑥ 今後の課題等 利用期を迎えつつある森林資源を活用し、持続的な森林経営を実現していく必要がある
が、木材価格の低迷等により間伐等の実施状況が十分とは言えない状況であることから、
森林施業の集約化や路網整備を通じて低コスト化を図り、計画的な森林整備をいっそう推
進する必要がある。
（地元の意見）
・ 森林施業実施による土砂流出の防止、水源涵養機能の公益的機能等の高度発揮に寄与

かん

している。（北海道）
・ 林道の開設後は、森林散策へ訪れる者が増加しているとともに、森林災害等の早期発
見に寄与している。（枝幸町）

・ 森林施業の集約化を図り低コスト化を促進し、森林所有者の林業経営意欲の向上を図
るため、計画的かつ効率的な森林施業の実施に努める必要がある。（森林組合）

評 価 結 果 ・必要性： 森林の有する多面的機能の維持・増進を図るための森林施業が計画的に実施
されていること、造林、保育、素材生産等の施業を効率的に行うためのネット
ワークであり、林業の最も重要な生産基盤である路網が整備されたこと等から
事業の必要性が認められる。

・効率性： 森林整備については、喫緊の課題でもある間伐を優先的に実施しているこ
と、林道整備については、現地に応じた最も効果的かつ効率的な線形の設定に
努め工種・工法の選定に当たってもコスト縮減に努めていること等から事業の
効率性が認められる。

・有効性： 適切な森林施業の実施により森林の有する多面的機能の維持・増進に寄与し
ていること、林道整備により森林整備面積が増加していること、さらに持続的
な森林経営と間伐材の生産性向上に向け、地域を開けた取り組みにつながって
いること等から事業の有効性が認められる。

56



整理番号 2

事業名：森林環境保全整備事業 都道府県名：北海道

地域(地区）名：枝幸町
えさしちょう

（単位：千円）

評価額

5,198,372

2,094,210

4,526,990

山地保全便益 11,910,329

炭素固定便益 1,985,159

木材生産経費縮減便益 34,852

10,156

2,209,947

森林整備経費縮減等便益 2,230,792

30,200,807

6,541,030

30,200,807

6,541,030

流域貯水便益

環境保全便益

便　益　集　計　表

（森林整備事業）

大　区　分 中　区　分 備　　考

水源涵養
かん

便益

洪水防止便益

総　便　益　（B)

総　費　用　（C)

水質浄化便益

土砂流出防止便益

木材生産等便益 木材利用増進便益

森林整備促進便益

費用便益比 B÷C　＝ ＝

木材生産確保・増進便益

4.62
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森林環境保全整備事業 枝幸町地区 概要図 【北海道】

枝幸町

市 町 村 界

施工箇所（林道整備）

未 施 工 （ 林 道 整 備 ）

施 工 済 （ 林 道 整 備 ）

凡　 　例

森林整備

① 森林管理道　オフンタルマナイ線

② 森林管理道　ふるさとの森線

③ 森林管理道　オチャラベ線

④ 森林管理道　上流川線

⑤ 森林管理道　カミホロ２号線

⑥ 森林管理道　ウエンナイ支線

⑦ 森林管理道　下幌別２号線

1

4

3

2

5

6

7
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完了後の評価個表
整理番号 森３－１

事 業 名 森林環境保全整備事業 都 道 府 県 北海道

地域(地区）名 津別町 事業実施主体 北海道、津別町、北見広域森林組合等
ふりがな つ べつちよう

関 係 市 町 村 津別町 管 理 主 体 北海道、津別町、北見広域森林組合等

事業実施期間 平成18年度～平成22年度（５年間） 完了後経過年数 ６年

事業の概要・目的 ① 位置等
津別町は北海道の東部、オホーツク総合振興局管内の東南部にあって、東西37.2km、

南北34.1km、716.8㎢の広汎な町域をを有している。町境を弟子屈町（東）、美幌町（東
北）、陸別町、足寄町（西南）、釧路市（南）、訓子府町（西）、北見市（西北）の2市
5町に接している。

② 森林の現況
本町の総面積72haのうち森林面積は61千haで総面積の86%となっており、国有林、道有

林、町有林及び私有林で占められている。そのうち民有林（道有林、町有林及び私有
林）の総面積は34千haであり、その内訳は道有林25千ha、その他民有林9千haとなってい
る。
また、国有林、道有林、町有林及び一部の私有林では、SGECの森林認証を取得してい

る。

③ 本地区を整備する目的・意識
本町では、カラマツ及びトドマツを主体とした民有林の人工林面積は14千haであり、

人工林率は41%と全道平均より高くなっている。民有林の人工林14千haのうち3千haがⅦ
齢級以下で、適正な保育及び間伐が必要な林分であるとともに、特にⅥ齢級以上の林分
については、今後は生産目標にあった間伐を適正に実施していくことが必要であった。
このため、森林の有する多面的機能の維持・増進を図り、もって森林環境の保全に資

することを目的として、計画的に除・間伐等の森林施業を推進するとともに、路網が必
要な森林においては森林管理道の整備を実施した。

（事業概要）
森林整備 植栽 818ha 下刈 2,600ha 除・間伐 1,513ha、受光伐等 193ha

作業路整備 1,143m

森林管理道整備
① 三好沢線 車道幅員 4.0m 開設延長 2,418m 利用区域面積 633ha

総事業費 1,024,466千円 （当初総事業費 4,339,202千円）

① 費用対効果分析の 平成29年度時点における費用対効果分析の結果は以下のとおりである。
算定基礎となった なお、事業内容の変更や低コスト化に伴い、事業採択時に比べ総事業費・総便益・総費
要因の変化 用が減となった。

総便益（Ｂ） 16,774,971千円 （事業採択時 25,712,256千円）
総費用（Ｃ） 3,762,238千円 （事業採択時 11,833,629千円）
分析結果（Ｂ／Ｃ） 4.46 （事業採択時 2.17 ）

② 事業効果の発現状 本事業で植栽されたカラマツやトドマツ等の成長は良好で、間伐等を行った箇所ととも
況 に多様な環境を持つ健全な山林として育成されており、木材生産のほか水源涵養機能等の

かん

公益的機能の高度発揮が期待される森林が整備された。
林道が整備された区域においては、森林施業の効率化、木材生産の低コスト化が図られ

たことから、間伐等の森林整備面積が整備前は５年間で21haだったが、整備後は91ha実施
され、今後も102haの森林整備が計画されるなど森林施業が活性化された。

③ 事業により整備さ 森林については森林所有者自ら、又は、森林所有者から経営委託した森林組合が適正に
れた施設の管理状 管理を行っており、特に新たに植栽を行った森林については、その後も下刈等の保育施業
況 を適切に実施している。

本事業により開設された林道は、津別町が定めた林道維持管理規程に基づき管理されて
いる。

④ 事業実施による環 除・間伐等の施業が実施された森林は、不用木の除去や不良木の淘汰等が適切に行わ
境の変化 れ、明るく健全な林分に改善された。

林道開設による野生動植物の生息・生育環境の悪化、渓流水の流量の減少などの影響は
見受けられない。

⑤ 社会経済情勢の変 林道整備により、作業現場へのアクセスの改善、素材生産の低コスト化等が図られ、森
化 林施業の意欲が徐々に増進されてきており、持続的な森林経営と間伐等の生産性向上に向

けて、地域が一体となって取り組んでいる。
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整理番号 森３－２

⑥ 今後の課題等 森林施業の実施に対する意欲が徐々に増進されてきているが、木材価格の低迷等により
間伐等の実施状況が十分とは言えない状況であることから、森林所有者に対する森林施業
実施の普及啓発等を行い、積極的な森林施業の実施を促進する必要がある。

（地元の意見）
・ 森林整備事業実施による土砂流出の防止、水源涵養機能等の公益的機能の高度発揮に
寄与している。（北海道）

・ 林道の開設後は、沿線の小渓流等への散策へ訪れる者の増加してきているとともに、
森林災害等の早期発見に寄与している。（津別町）

・ 森林整備に伴い、国道、県道及び町道の沿線の危険木が除去され、通行上の安全が確
保された。（津別町）

評 価 結 果 ・必要性： 森林の有する多面的機能の維持・増進を図るための森林整備が計画的に実施
されていること、造林、保育、素材生産等の施業を効率的に行うためのネット
ワークであり、林業の最も重要な生産基盤である路網が整備されたこと等から
事業の必要性が認められる。

・効率性： 森林整備については、喫緊の課題である間伐を優先的に実施していること、
林道整備については、現地に応じた最も効果的かつ効率的な線形の設定に努め
工種・工法の選定に当たってもコスト縮減に努めていること等から事業の効率
性が認められる。

・有効性： 適切な森林施業の実施により森林の有する多面的機能の維持・増進に寄与し
ていること、林道整備により森林整備面積が増加していること、さらに持続的
な森林経営と間伐等の生産性向上に向け、地域をあげた取組に繋がっているこ
と等から事業の有効性が認められる。
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整理番号 3

事業名：森林環境保全整備事業 都道府県名：北海道

地域(地区）名：津別
つべつ

町
ちょう

（単位：千円）

評価額

4,094,929

775,295

1,675,929

6,147,006

炭素固定便益 1,708,491

木材生産経費縮減便益 966

2,076,888

森林整備経費縮減等便益 295,467

16,774,971

3,762,238

16,774,971

3,762,238

木材生産等便益
木材生産確保・増進便益

費用便益比 B÷C　＝ ＝ 4.46

総　便　益　（B)

総　費　用　（C)

森林整備促進便益

水質浄化便益

土砂流出防止便益山地保全便益

環境保全便益

便　益　集　計　表

（森林整備事業）

大　区　分 中　区　分 備　　考

水源涵養
かん

便益

洪水防止便益

流域貯水便益
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森林環境保全整備事業 津別町地区 概要図 【北海道】

津別町

市 町 村 界

施工箇所（林道整備）

未 施 工 （ 林 道 整 備 ）

施 工 済 （ 林 道 整 備 ）

凡　 　例

森林整備

① 森林管理道　三好沢線

１

62



完了後の評価個表
整理番号 森４－１

事 業 名 森林環境保全整備事業 都 道 府 県 北海道

地域(地区）名 北見市 事業実施主体 北海道、北見市、北見広域森林組合等
ふりがな きた み し

関 係 市 町 村 北見市 管 理 主 体 北見市、北見広域森林組合等

事業実施期間 平成18年度～平成22年度（５年間） 完了後経過年数 ６年

事業の概要・目的 ① 位置等
北見市は北海道東部の中央に位置し、オホーツク圏最大の中核都市で、面積では、北

海道で最大、全国で4番目の広さとなり、香川県の約76%に相当する。常呂川流域沿いに
北見、端野、常呂の各自治区、無加川流域沿いに留辺蘂自治区の市街地と農地が形成さ
れ、周囲は、国有林、道有林、市有林及び私有林の森林に囲まれている。

また、快晴日数が全国でも有数であり、広大な土地と豊かな森林資源に恵まれ、冷涼
小雨で、内陸部は、大陸性気候によって寒暖の差が大きく、特に冬の寒さは厳しい気象
条件となっている。

② 森林の現況
北見市の総面積は143千haであり、そのうち森林面積は95千haで、総面積の66%を占め

ている。民有林面積は35千ha（道有林2千ha、その他民有林33千ha）であり、そのうちカ
ラマツ及びトドマツを主体とした人工林面積は19千haである。

また、民有林における人工林率は54%に達し全道平均より上回っている。
林分構成は、林業生産活動が積極的に実施される人工林、大経木の広葉樹が林立する

天然林まで多様な林分構成となっているが、人工林の齢級構成ではⅨ～Ⅺ齢級に集中し
ている一方で、Ⅳ～Ⅷ齢級は非常に少なく、偏った資源構成となっている。

③ 本地区を整備する目的・意識
民有林の人工林の多くは、主伐期を迎えたカラマツ人工林の皆伐が進んでおり、再造

林の推進や造林量の増加による下刈りや除・間伐等の保育をしていく必要があるが、木
材価格の低迷等に伴い、森林所有者等の施業意欲が減退しており、森林の有する多面的
機能の高度発揮が懸念される状況にあった。

また、森林経営の基盤となる林道等の路網が不十分であったことから、適切な森林施
業の実施や効率的な木材生産に支障があった。

このため、森林の有する多面的機能の維持・増進を図り、もって森林環境の保全に資
することを目的として、計画的に除・間伐等の森林施業を推進するとともに、路網が必
要な森林においては森林管理道の整備を実施した。

（事業概要）
森林整備 植栽 1,009ha 下刈 3,016ha 除・間伐 1,021ha、受光伐等 33ha

森林管理道整備
① 吉 井 沢 線 車道幅員 4.0m 開設延長 2,420m 利用区域面積 941ha
② 笹木の沢線 車道幅員 4.0m 開設延長 1,675m 利用区域面積 550ha

総事業費 1,165,753千円 （当初総事業費 4,641,582千円）

① 費用対効果分析の 平成29年度時点における費用対効果分析の結果は以下のとおりである。
算定基礎となった なお、事業内容の変更や低コスト化に伴い、事業採択時に比べ総事業費・総便益・総費
要因の変化 用が減となった。

総便益（Ｂ） 15,871,344千円 （事業採択時 22,585,801千円）
総費用（Ｃ） 3,822,096千円 （事業採択時 10,042,461千円）
分析結果（Ｂ／Ｃ） 4.15 （事業採択時 2.25 ）

② 事業効果の発現状 本事業で植栽されたカラマツやトドマツ等の成長は良好で、間伐等を行った箇所ととも
況 に多様な環境を持つ健全な山林として育成されており、木材生産のほか水源涵養機能等の

かん

公益的機能の高度発揮が期待される森林が整備された。
林道が整備された区域においては、森林施業の効率化、木材生産の低コスト化が図られ

たことから、間伐等の森林整備面積が整備前は５年間で276haだったが、整備後は1,106ha
実施され、今後も412haの森林整備が計画されるなど森林施業が活性化された。

③ 事業により整備さ 森林については森林所有者自ら、又は、森林所有者から経営委託した森林組合が適正に
れた施設の管理状 管理を行っており、特に新たに植栽を行った森林については、その後も下刈等の保育施業
況 を適切に実施している。

本事業により開設された林道は、北見市が定めた林道維持管理規程に基づき管理されて
いる。

④ 事業実施による環 除・間伐等の施業が実施された森林は、不用木の除去や不良木の淘汰等が適切に行わ
境の変化 れ、明るく健全な林分に改善された。

林道開設による野生動植物の生息・生育環境の悪化、渓流水の流量の減少などの影響は
見受けられない。
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整理番号 森４－２

⑤ 社会経済情勢の変 林道整備により、作業現場へのアクセスの改善、素材生産の低コスト化等が図られ、森
化 林施業の意欲が徐々に増進されてきており、持続的な森林経営と間伐等の生産性向上に向

けて、地域が一体となって取り組んでいる。

⑥ 今後の課題等 森林施業の実施に対する意欲が徐々に増進されてきているが、木材価格の低迷等により
間伐等の実施状況が十分とは言えない状況であることから、森林所有者に対する森林施業
実施の普及啓発等を行い、積極的な森林施業の実施を促進する必要がある。

（地元の意見）
・ 森林整備事業実施による土砂流出の防止、水源涵養機能等の公益的機能の高度発揮に

寄与している。（北海道）
・ 林道の開設後は、沿線の小渓流等への散策へ訪れる者の増加してきているとともに、

森林災害等の早期発見に寄与している。（北見市）
・ 森林整備に伴い、国道、県道及び町道の沿線の危険木が除去され、通行上の安全が確

保された。（北見市）

評 価 結 果 ・必要性： 森林の有する多面的機能の維持・増進を図るための森林整備が計画的に実施
されていること、造林、保育、素材生産等の施業を効率的に行うためのネット
ワークであり、林業の最も重要な生産基盤である路網が整備されたこと等から
事業の必要性が認められる。

・効率性： 森林整備については、喫緊の課題である間伐を優先的に実施していること、
林道整備については、現地に応じた最も効果的かつ効率的な線形の設定に努め
工種・工法の選定に当たってもコスト縮減に努めていること等から事業の効率
性が認められる。

・有効性： 適切な森林施業の実施により森林の有する多面的機能の維持・増進に寄与し
ていること、林道整備により森林整備面積が増加していること、さらに持続的
な森林経営と間伐等の生産性向上に向け、地域をあげた取組に繋がっているこ
と等から事業の有効性が認められる。
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整理番号 4

事業名：森林環境保全整備事業 都道府県名：北海道

地域(地区）名：北見市
きたみし

（単位：千円）

評価額

4,180,107

695,672

1,548,547

5,686,568

炭素固定便益 1,555,654

木材生産経費縮減便益 42,161

3,059

1,719,309

森林整備経費縮減等便益 440,267

15,871,344

3,822,096

15,871,344

3,822,096

環境保全便益

木材生産等便益

森林整備促進便益

便　益　集　計　表

（森林整備事業）

大　区　分 中　区　分 備　　考

水源涵養
かん

便益

洪水防止便益

流域貯水便益

水質浄化便益

山地保全便益 土砂流出防止便益

木材生産確保・増進便益

費用便益比 B÷C　＝ ＝ 4.15

総　便　益　（B)

総　費　用　（C)

木材利用増進便益
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森林環境保全整備事業 北見市地区 概要図 【北海道】

北見市

市 町 村 界

施工箇所（林道整備）

未 施 工 （ 林 道 整 備 ）

施 工 済 （ 林 道 整 備 ）

凡　 　例

森林整備

① 森林管理道　吉井沢線

② 森林管理道　笹木の沢線

１

2

66



完了後の評価個表
整理番号 森５－１

事 業 名 森林環境保全整備事業 都 道 府 県 北海道

地域(地区）名 標茶町 事業実施主体 北海道、標茶町、標茶町森林組合等
ふりがな しべちやちよう

関 係 市 町 村 標茶町 管 理 主 体 標茶町、標茶町森林組合等

事業実施期間 平成19年度～平成23年度（５年間） 完了後経過年数 ５年

事業の概要・目的 ① 位置等
標茶町は北海道東部の釧路根室流域の中央部から北部に位置し、酪農業を基幹産業と

している。
阿寒摩周国立公園の屈斜路湖を源とする釧路川は、本町を北部から南部にかけて縦断

し、それを中心に東西に分けるように酪農地帯が広がり、下流部に南下するに従いオソ
ツベツ川・ヌマオロ川等幾筋もの支流が合流し、釧路湿原国立公園から釧路市に至る大
きな流れを作り出している。
北部には西別岳山腹の国有林地帯を源に西別川が別海町へ、南東部には大カラマツ人

工林地帯が広がるパイロットフォレストを源とする別寒辺牛川が厚岸町へ流れ出ている
など、下流域住民の生活や産業に大きく関わりを持つ河川があり、森林が重要な役割を
担っている地域である。

② 森林の状況
本地区の森林面積57,950ha（森林率54％）のうち、民有林面積は34,654haで森林全体

の60％を占めている。民有林の人工林面積は12,484ha（人工林率36％）で、樹種はカラ
マツとトドマツが大半を占め、齢級構成は間伐等の森林整備が必要なⅦ齢級以下の森林
が約50％を占めている。
また、地区内の民有林のうち、水源かん養保安林として2,839ha、土砂流出防備保安林

として85haが指定されており、森林の持つ水源涵養機能等の公益的機能を高度に発揮さ
かん

せるための森林整備の実施が期待されている。
③ 本地区を整備する目的・意義

人工林の多くがⅦ齢級以下で除・間伐等の保育を必要としているが、木材価格の低迷
等に伴い、森林所有者等の施業意欲が減退しており、森林の有する多面的機能の高度発
揮が懸念される状況にあった。
また、森林経営の基盤となる林道等の路網が不十分であったことから、適切な森林施

業の実施や効率的な木材生産に支障があった。
このため、森林の有する多面的機能の維持・増進を図り、もって森林環境の保全に資

することを目的として、計画的に除・間伐等の森林施業を推進するとともに、路網が必
要な森林においては森林管理道の整備を実施した。

（事業概要）
森林整備 植栽 621ha、下刈 3,015ha、除・間伐 1,516ha、受光伐等 325ha

作業路整備 7,240m
森林管理道整備
① シラルトロ線 車道幅員 4.00m 開設延長 3,983m 利用区域面積 805ha

総事業費 1,078,867千円 （当初総事業費 3,954,088千円）

① 費用対効果分析の 平成29年度時点における費用対効果分析の結果は以下のとおりである。
算定基礎となった なお、事業内容の変更や低コスト化に伴い、事業採択時に比べ総便益は増となり、総事
要因の変化 業費及び総費用が減となった。

総便益（Ｂ） 17,173,911千円 （事業採択時 17,027,628千円）
総費用（Ｃ） 3,854,874千円 （事業採択時 7,313,550千円）
分析結果（Ｂ／Ｃ） 4.46 （事業採択時 2.33 ）

② 事業効果の発現状 ① 林道開設により、路網から500ｍ未満となる森林面積が開設前の27％に対して100％と
況 なり、開設前は既設公道から利用区域内森林の中心部まで約3,700ｍを歩行していたのに

対して自動車での到達が可能となるなど、森林へのアクセスが容易となった。
② 林道開設により、利用区域内の間伐・保育作業及び適期を迎えた主伐がなされ、整備
前は５年間で280haだったが、整備後は348ha実施され、今後も115haの森林整備が計画さ
れるなど森林施業が活性化された。

③ 本事業で植栽されたカラマツやトドマツの成長は良好で、間伐等を行った箇所は多様
な環境を持つ健全な森林として育成されており、水源涵養機能等の公益的機能の高度発
揮が期待される森林が整備された。

③ 事業により整備さ 本事業により開設された林道は、標茶町が定めた林道維持管理規程に基づき管理されて
れた施設の管理状 いる。
況 本事業で整備された森林は、森林所有者又は森林所有者から経営受託した森林組合が適

正に管理しており、下刈り等の保育施業も行っており、整備後の林況や施設の維持管理は
良好である。
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整理番号 森５－２

④ 事業実施による環 伐採や植栽、除伐・間伐等の実施面積が前期間と比べ６％増加するなど、森林施業の実
境の変化 施に対する意欲が向上してきている。

森林整備が実施され林内の明るい単層林や複層林、針広混交林が整備され、森林の景観
が向上してきている。
林道開設による野生動植物の生息・生育環境の悪化、渓流水の流量の減少などの影響は

見受けられない。

⑤ 社会経済情勢の変 林業労働の軽減、森林施業コストの低減が図られ、森林施業の実施面積が開設前と比べ
化 ６％増加してきたことから、将来の木材供給源としての期待がより一層高まってきてい

る。
森林整備が行われる一方、本林道を通じて多数の地元住民が山菜採取やハイキング等に

森林を利用しており、森林に対する理解が深まりつつある。

⑥ 今後の課題等 森林施業の実施に対する意欲が徐々に増進されてきているが、木材価格の低迷等により
間伐等の実施状況が十分とは言えない状況であることから、森林所有者に対する森林施業
実施の普及啓発等を行い、積極的な森林施業の実施を促進する必要がある。

（地元の意見）
・ 森林整備事業実施による土砂流出の防止、水源涵養機能等の公益的機能の高度発揮に
寄与している。（北海道）

・ 林道の開設後は、沿線の小渓流等への散策へ訪れる者の増加してきているとともに、
森林災害等の早期発見に寄与している。（標茶町）

・ 作業の低コスト化や間伐の促進、鳥獣及び気象被害防止等、今後も持続的な森林施業
の実施に努める必要がある。（森林組合）

評 価 結 果 ・必要性： 地元の意見にも見られるとおり、本事業の施工後は、土砂流出の防止、水源
涵養機能等の公益的機能の高度発揮に寄与するなど、本事業の効果が発揮され
ていること。
森林の整備及び基盤となる路網の整備が総合的に実施されていること。
以上のことから、事業の必要性が認められる。

・効率性： 森林整備及び林道の計画に当たっては、現地に応じた最も効果的かつ効率的
な工種・工法で実施しており、事業実施に当たってもコスト縮減に努め総事業
費の削減が図られたことから、事業の効率性が認められる。

・有効性： 林道整備により、森林へのアクセスが容易になり、森林整備を実施するコス
トも縮減されることから、今後も事業効果の発現が見込まれていること。
林道が災害時の迂回路としても機能していること。
森林整備により、森林の景観が向上してきていること。
以上のことから、事業の有効性が認められる。
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整理番号 5

事業名：森林環境保全整備事業 都道府県名：北海道

地域(地区）名：標茶
しべちゃ

町
ちょう

（単位：千円）

評価額

2,834,723

1,196,474

2,519,628

6,855,715

炭素固定便益 1,498,125

木材利用増進便益 18,123

1,741,600

森林整備経費縮減等便益 509,523

17,173,911

3,854,874

17,173,911

3,854,874

便　益　集　計　表

（森林整備事業）

大　区　分 中　区　分 備　　考

水源涵養
かん

便益

洪水防止便益

流域貯水便益

水質浄化便益

山地保全便益 土砂流出防止便益

環境保全便益

木材生産確保・増進便益
木材生産等便益

費用便益比 B÷C　＝ ＝ 4.46

森林整備促進便益

総　便　益　（B)

総　費　用　（C)
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森林環境保全整備事業 標茶町地区 概要図 【北海道】

標茶町

森林整備

① 森林管理道　シラルトロ線

市 町 村 界

施工箇所（林道整備）

施 工 済 （ 林 道 整 備 ）

凡　 　例

１
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完了後評価個表
整理番号 森６－１

事 業 名 森林環境保全整備事業 都 道 府 県 栃木県

地域(地区）名 那須町 事業実施主体 栃木県、栃木県森林整備公社、
ふりがな な す まち

那須町森林組合

関 係 市 町 村 那須町 管 理 主 体 那須町、那須町森林組合

事業実施期間 平成18年度～平成22年度（５年間） 完了後経過年数 ６年

事業の概要・目的 ① 位置等
那須町は栃木県の北部に位置し、那須岳を中心とした北西部の山地と東部の八溝山系

に挟まれた地域であり、隣接する那須塩原市との境界を一級河川の那珂川がが流れてい
る。北西部は那須温泉を中心とした観光地となっており、東部の八溝山系は八溝林業地
帯として県内有数のスギの産地である。

② 森林の状況
那須町の総面積は37千haであり、そのうち森林面積は24千haで総面積の63％を占めて

いる。民有林面積は18千haで、そのうち人工林面積は8千haであり、人工林率は44％とな
っている。間伐等の森林整備が必要となるⅢ～Ⅷ齢級のスギ、ヒノキ林は１千haあり、
人工林の16％を占めている。Ⅹ齢級以上は５千haで人工林の58％と、高齢級森林が増加
している。

また、民有林のうち2千haが水源かん養保安林等に指定されており、森林の持つ公益的
機能の高度発揮が期待されている。

③ 本地区を整備する目的・意義
本町においては、観光地を中心に森林の持つ公益的機能の高度な発揮を求められる森

林と、八溝林業地をを中心に森林資源の循環利用を求められる森林が存在しており、地
域の特性に合わせた森林整備が求められていた。

このため、、下刈・除間伐等の森林の公益的機能を維持・向上させるための施業や、
皆伐・再造林により豊富な森林資源の循環利用を図るなど、地域の特性に合わせた森林
整備を実施した。また、森林整備を効率的に実施するために、路網が未整備であった地
区を中心に森林管理道の整備を実施した。

（事業概要）

森林整備 植栽229ha、特殊地拵え3ha、樹下植栽14ha、下刈1,057ha、
枝打20ha、除・間伐753ha、抜き伐り435ha、作業路整備52,770m

森林管理道整備
①沓石高瀬線 車道幅員 4.00m 開設延長 3,350m 利用区域面積 638ha
②沢口豆沢線 車道幅員 4.00m 開設延長 2,205m 利用区域面積 312ha

総事業費 2,435,245千円 （当初総事業費 2,075,355千円）

① 費用対効果分析の 平成29年度時点における費用対効果分析の結果は以下のとおりである。
算定基礎となった
要因の変化

総便益（B）15,517,694千円 （事業採択時 17,136,759千円）
総費用（C) 5,963,095千円 （事業採択時 3,893,701千円）
分析結果（B/C） 2.60 （事業採択時 4.40 ）

② 事業効果の発現状 ① 植栽されたスギ・ヒノキ等はその後の下刈などの保育により順調に成長し、健全な森
況 林として育成されている。

また、除間伐や枝打により形質の良い林木の育成が図られるとともに、林内照度の向
上により下層植生が繁茂し、水源涵養機能や土砂流出防止等、森林の持つ公益的機能の

かん

増進が図られた。
② コナラ等広葉樹の植栽や複層林の整備により、多様な森づくりが進み、公益的機能の

高度な発揮や生物多様性が高まった。
③ 本事業により、新たに5,555mの林道が整備され、利用区域内の森林へ自動車での到達

が可能となり、森林へのアクセスが容易となった。
④ 林道開設により、大型トラック等の乗り入れが可能となり、施業が遅れていた利用区

域内の間伐・保育作業や伐期を迎えた林分の皆伐、皆伐後の植栽が実施されている。

③ 事業により整備さ 本事業により整備された森林については、森林所有者及び森林組合等により、下刈や除
れた施設の管理状 間伐等の森林整備が適切に実施され、良好に維持・管理されている。
況 本事業により開設された林道は、那須町及び那須町森林組合が定めた林道維持管理規定

に基づき管理されている。毎年、地元住民や業務委託による草刈や側溝掃除等が行われて
おり、維持管理状況はおおむね良好である。
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整理番号 森６－２

④ 事業実施による環 森林整備により、林木の健全な育成が図られたため林業経営への意欲が向上してきてい
境の変化 る。

林道開設により、作業路の開設や高性能林業機械等の導入が進み、森林施業の低コスト
化が図られ、森林施業の拡大につながった。

林道開設による野生動植物の生息・生育環境の悪化、渓流水の流量の減少などの影響は
見受けられない。

⑤ 社会経済情勢の変 木材需要が増大かつ多様化してきているなか、これまで整備してきた森林資源の多くが
化 利用期を迎えてきたことから、木材の供給源としての期待が高まってきている。

林道開設により、高性能林業機械の導入が可能となり、労働強度の軽減や作業コストの
低減など、林業生産性の向上が図られた。

⑥ 今後の課題等 皆伐の実施に対する意欲が徐々に増進されているが、高齢級に偏った森林資源構成の平
準化や木材の需要拡大に十分に対応できているとは言えない状況であることから、森林所
有者に対して森林施業実施の普及啓発を行い、集約化した森林施業の実施を促進する必要
がある。

（地元の意見）
・森林整備事業の実施により、森林の持つ公益的機能（土砂流出防止、水源涵養機能等）
の高度な発揮や木材の生産に寄与している。（栃木県）

・森林組合が中心となり、森林所有者を取りまとめ、集約的に森林施業や基盤整備を行な
う提案型施業を取り入れ、積極的に森林整備を実施している。（那須町）

評 価 結 果 ・必要性： 地元の意見にも見られるとおり、本事業による森林整備及び基盤となる路網
の整備が総合的に実施されたことにより、土砂流出の防止、水源涵養機能の向
上、木材の供給等の森林の多面的機能の高度発揮に寄与するなど、本事業の効
果が発揮されており、事業の必要性が認められる。

・効率性： 森林整備及び林道の計画に当たっては、現地に応じた最も効果的かつ効率的
な施業種・工種・工法で実施しており、事業の実施に当たってもコスト縮減に
努めるなど、事業の効率性が認められる。

・有効性： 林道の整備により、森林へのアクセスが容易になり、森林整備に要するコス
トも縮減されるた。それにより森林所有者の経営意欲が向上し、森林整備がさ
らに促進される見込みである。また、林道が災害時の迂回路としても機能して
いること等から事業の有効性が認められる。
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整理番号 6

事業名：森林環境保全整備事業 都道府県名：栃木県

地域(地区）名：那須町
な　す　ま　ち

（単位：千円）

評価額

5,851,313

839,596

2,007,836

3,265,676

炭素固定便益 646,303

50,839

119,348

木材生産確保・増進便益 831,513

13,927

1,891,343

15,517,694

5,963,095

15,517,694

5,963,095

総　費　用　（C)

木材利用増進便益

森林整備経費縮減等便益

＝ 2.60

森林整備促進便益

費用便益比 B÷C　＝

森林管理等経費縮減便益

水質浄化便益

総　便　益　（B)

便　益　集　計　表

（森林整備事業）

大　区　分 中　区　分 備　　考

水源涵養
かん

便益

洪水防止便益

流域貯水便益

環境保全便益

木材生産等便益

木材生産等経費縮減便益

山地保全便益 土砂流出防止便益

73



森林環境保全整備事業 那須町地区（栃木県） 位置図

森林整備

① 森林管理道　沓石高瀬線

② 森林管理道　沢口豆沢線

①

東北自動車道

国道４号線

那須町役場

国道294号線

林道沢口豆沢線

林道沓石高瀬線

②

①

林道

森林整備

凡例

施　工
箇　所

県境

区域（市町村界）

施工箇所番号
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完了後の評価個表
整理番号 森７－１

事 業 名 森林環境保全整備事業 都 道 府 県 山口県

地域(地区）名 岩国市 事業実施主体 岩国市、森林組合、農林振興公社等
ふりがな いわくにし

関 係 市 町 村 岩国市 管 理 主 体 岩国市、森林組合、農林振興公社等

事業実施期間 平成19年度 ～平成23年度（5年間） 完了後経過年数 ５年

事業の概要・目的 ①位置等
本地区は、山口県の東部に位置し、東西に約30ｋｍ、南北に約50ｋｍあり、東は広島

県、北は島根県、南は瀬戸内海に面している。

②森林の現況
本地区の森林面積は71千ha（森林率82％）、民有林は69千haで森林全体の97％を占め

ている。民有林のうちスギ・ヒノキを主体とする人工林は30千haで齢級構成は、ピーク
がⅩⅡ齢級となっており、利用期を迎えた森林が増加している。
また、間伐対象森林（Ⅲ～ⅩⅡ齢級）は全体の83％を占めている。

③本地区を整備する目的・意義
本地区には、これまでに34千haの人工林が造成され、森林蓄積は着実に増加している

ものの、木材価格の低迷による林業採算性の悪化や森林所有者の高齢化等により、間伐
等の施業が実施されない状況が一部に見られ、木材生産のみならず水源の保全や山地災
害の防止など、森林の持つ公益的機能の低下が懸念されていた。
このため、森林の有する多面的機能の維持・増進を図り、もって森林環境の保全に資

することを目的として、計画的に除・間伐等の森林施業を推進するとともに、路網が必
要な森林においては林道の整備を実施した。

（事業概要）
森林整備 植栽103ha、下刈830ha、除・間伐2,020ha、作業路整備23,314ｍ等

林道整備
・叶畑線 車道幅員3.0ｍ 開設延長604ｍ 利用区域面積 132ha
・大奴田線 車道幅員2.0ｍ 開設延長694ｍ 利用区域面積 95ha
・久保田線 車道幅員2.0ｍ 開設延長340ｍ 利用区域面積 97ha
・日の浦線 車道幅員2.0ｍ 開設延長560ｍ 利用区域面積 59ha

総事業費 1,654,481千円（当初 総事業費 2,368,000千円）

① 費用対効果分析の 平成29年度時点における費用対効果分析の結果は以下のとおりである。
算定基礎となった 費用対効果分析手法の見直し、事業の多様化に伴う本事業の森林整備面積の減及び林道
要因の変化 事業の見直しに伴う事業量の減などの要因により、総費用が大幅に減少した。

総便益（Ｂ） 23,884,818千円 （事業採択時 57,706,978千円 ）
総費用（Ｃ） 4,296,771千円 （事業採択時 12,734,955千円 ）
分析結果（Ｂ／Ｃ） 5.56 （事業採択時 4.53 ）

② 事業効果の発現状 本事業で間伐等の適時適切な施業を実施したことにより、公益的機能の高度発揮が期待
況 される森林が整備されている。

また、林道整備により、施業地へのアクセス時間の短縮や搬出コストの低減が図られ、
主伐等の計画的な林業経営が可能となった。

③ 事業により整備さ 本事業で整備された森林は、森林経営計画等により適正に維持管理されている。
れた施設の管理状 本事業により開設された林道は、管理者である岩国市が岩国市林道管理規程に基づき適
況 正に管理している。

④ 事業実施による環 森林整備が実施され林内の明るい単層林や複層林、針広混交林が整備され、森林の景観
境の変化 が向上してきている。

林道開設による野生動植物の生息・生育環境の悪化、渓流水の流量の減少などの影響は
見受けられない。

⑤ 社会経済情勢の変 森林資源の充実や県産木材の需要拡大の取組により、切捨間伐から利用間伐へ移行して
化 いる。

また、本地区内において木質専焼バイオマス発電所が建設されたことにより木材需要が
伸び、森林施業意欲が増進されている。

⑥ 今後の課題等 森林施業の実施に対する意欲が増進されてきているが、木材価格の低迷等により間伐等
の実施状況が十分とは言えない状況であることから、今後も引き続き森林所有者に対する
森林施業実施の普及啓発等を行い、積極的な森林施業の実施を促進する必要がある。

（地元の意見）
・ 森林整備事業実施による土砂流出の防止、水源涵養機能等の公益的機能の高度発揮に

かん

寄与している。（岩国市・地元）
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整理番号 森７－２

評 価 結 果 ・必要性： 利用区域内のスギ・ヒノキの人工林のピークがⅫ齢級と充実してきているこ
とから、木材の伐採・搬出作業の効率化が重要となっている。林業生産性の向
上及び森林の適正な管理を図るため、計画的な路網整備等の基盤づくりが必要
である。また、森林のもつ公益的機能の高度発揮の観点から、継続的な施業実
施の必要性が高い。

・効率性： 森林整備に当たっては、、現地に応じた最も効果的かつ効率的な工種・工法
で実施しており、事業実施に当たってもコスト縮減に努め、事業の効率性が認
められる。

・有効性： 健全な森林整備によって、水源涵養、国土保全等の公益的機能の確保に有効
かん

である。
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整理番号 7

事業名： 森林環境保全整備事業 都道府県名：　山口県

地域(地区）名： 岩国市
い わ く に し

（単位：千円）

評価額

6,456,113

1,284,521

2,805,738

山地保全便益 4,533,100

5,220,674

木材生産等便益 1,933,362

4,013

1,647,297

総　便　益　（B) 23,884,818

総　費　用　（C) 4,296,771

23,884,818

4,296,771

便　益　集　計　表

（森林整備事業）

大　区　分 中　区　分 備　　考

水源涵
かん

養便益

洪水防止便益

流域貯水便益

水質浄化便益

森林管理等経費縮減便益

土砂流出防止便益

炭素固定便益

木材生産確保・増進便益

森林整備促進便益

環境保全便益

森林整備経費縮減便益

費用便益比 B÷C　＝ ＝ 5.56
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林道 久保田線

林道 叶畑線

林道 大奴田線

林道 日の浦線

森林環境保全整備事業　岩国市地区　概要図【山口県】

市町村界

森林整備

林道整備

凡　例
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完了後の評価個表
整理番号 森８－１

事 業 名 森林環境保全整備事業 都 道 府 県 徳島県

地域(地区）名 那賀 町 事業実施主体 徳島県、那賀町、木頭森林組合等
ふりがな な か ちよう

関 係 市 町 村 那賀町 管 理 主 体 徳島県、那賀町、木頭森林組合等

事業実施期間 平成21年度～平成23年度（３年間） 完了後経過年数 ５年

事業の概要・目的 ① 位置等
那賀町は徳島県の南部に位置し、西から東に徳島県第二の河川「那賀川」が貫流して

いる。北西部は四国山地、南部は海部山脈など、標高1,000メートル以上の山々に囲まれ
た中山間地域で、南側は海陽町、東側は阿南市、北側は美馬市等、西側は高知県香美市
に挟まれた地区である。古くからスギを主とした林業生産活動が盛んで、全国的に「木
頭林業」として広く知られ、林業が地域の基幹産業として大きな役割を果たしている。

② 森林の状況
本地区の森林面積66千ha（森林率95％）のうち、民有林面積は62千haで森林全体の93

％を占めている。民有林の人工林面積は47千ha（人工林率76％）で、樹種ではスギが９
割を占め、齢級構成は間伐等の森林整備が必要なⅢ～Ⅷ齢級の森林が11千ha（22％）を
占めている。

また、地区内の森林のうち、28千haが水源かん養保安林等に指定されており、ほぼ全
域が公益的機能別施業森林に設定されている。

このため、森林の持つ水源涵養機能等の公益的機能を高度に発揮させるための森林整
かん

備の実施が期待されている。

③ 本地区を整備する目的・意義
本地区の人工林の77％がⅨ齢級以上となっており、利用期を迎えつつあるが、木材価

格の低迷等に伴い、森林所有者等の施業意欲が減退していた。また、小規模・分散化し
た所有形態が面的に森林整備を進める上での隘路となっており、森林の有する多面的機
能の高度発揮が懸念される状況にあった。

また、森林経営の基盤となる林道等の路網が不十分であったことから、適切な森林施
業の実施や効率的な木材生産に支障を来していた。

このため、森林の有する多面的機能の維持・増進を図り、もって森林環境の保全に資
することを目的として、計画的に除・間伐等の森林施業を推進するとともに、路網が必
要な森林においては林道の整備を実施した。

（事業概要）
森林整備 植栽 52ha、下刈 280ha、除・間伐 2303ha、誘導伐 205ha

作業路整備 21,458ｍ
林道整備

① 海川野久保線 車道幅員 4.0ｍ 開設延長 101ｍ 利用区域面積 2,192ha
② 深森小計線 車道幅員 3.0ｍ 開設延長 276ｍ 利用区域面積 134ha
③ 辺川馬路線 車道幅員 3.0ｍ 開設延長 268ｍ 利用区域面積 246ha
④ 十二弟子海川線 車道幅員 3.0ｍ 開設延長 294ｍ 利用区域面積 89ha
⑤ 長安線 車道幅員 3.0ｍ 開設延長 231ｍ 利用区域面積 178ha
⑥ トゴエ久多利線 車道幅員 3.0ｍ 開設延長 433ｍ 利用区域面積 336ha
⑦ 熊谷線 車道幅員 3.0ｍ 開設延長 179ｍ 利用区域面積 64ha
⑧ 大森山線 車道幅員 3.0ｍ 開設延長 88ｍ 利用区域面積 219ha
⑨ 鉢久保線 車道幅員 3.0ｍ 開設延長 187ｍ 利用区域面積 105ha
⑩ 立石谷線 車道幅員 3.0ｍ 開設延長 209ｍ 利用区域面積 345ha
⑪ 五倍木瀬津線 車道幅員 3.0ｍ 開設延長 218ｍ 利用区域面積 31ha

総事業費 2,373,820千円 （当初総事業費 4,863,542千円）

① 費用対効果分析の 平成29年度時点における費用対効果分析の結果は以下のとおりである。
算定基礎となった
要因の変化 総便益（Ｂ） 30,645,885千円 （事業採択時 34,988,290千円）

総費用（Ｃ） 5,293,973千円 （事業採択時 4,863,542千円）
分析結果（Ｂ／Ｃ） 5.79 （事業採択時 7.19）

② 事業効果の発現状 喫緊の課題であった間伐を優先実施したことにより、森林資源として一層充実してきて
況 いる。また、間伐等に合わせて整備した作業路については、近年実施している搬出間伐に

おいても活用されている。
林道が整備された区域においては、森林施業の効率化、木材生産の低コスト化が図られ

たことから、整備後５年間で721haの間伐等の森林整備が実施された。さらに平成28年度ま
でに375haの間伐等が実施されるなど森林施業の取組が活性化されている。
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整理番号 森８－２

③ 事業により整備さ 森林については所有者自ら又は森林所有者から経営委託を受けた森林組合等が適正に管
れた施設の管理状 理を行っており、特に新たに植栽を行った森林については、その後も下刈り等の保育施業
況 を適切に実施している。

開設した林道11路線については、那賀町が管理者となって、町が定めた林道維持管理規
定に基づき適正に管理しているとともに、地域住民による草刈等も行われ、良好に維持さ
れている。

④ 事業実施による環 間伐等の施業が実施された森林は、不用木の除去や不良木の淘汰等が適切に行われ、明
境の変化 るく健全な林分に改善された。また、事業期間終了後は搬出間伐等の実施面積が約40％、

素材生産量が約10％増加している。
林道開設による野生動植物の生息・生育環境の悪化、渓流水の流量減少などの影響は見

受けられない。

⑤ 社会経済情勢の変 林道整備により、作業現場へのアクセスの改善、素材生産の低コスト化等が図られ、森
化 林施業の意欲が増進されてきている。

特に持続的な森林経営と間伐等の生産性向上に向けて、地域が一体となって取り組んで
おり、事業期間終了後は搬出間伐等の実施面積が約40％、素材生産量が約10％増加してい
る。

⑥ 今後の課題等 利用期を迎えた森林資源を活用し、持続的な森林経営を実現していく必要があるが、木
材価格の低迷等により間伐等の実施状況が十分とは言えない状況であることから、森林施
業の集約化や路網整備を通じて低コスト化を図り、計画的な森林整備を一層推進する必要
がある。

（地元の意見）
・ 森林整備事業実施による土砂流出の防止、水源涵養機能等の公益的機能に高度発揮に

かん

寄与している。森林所有者には森林施業実施の普及啓発等を行い、積極的な森林施業の
実施を促進していく。（徳島県）

・ 林道が整備されたことにより、森林所有者の森林施業に対する意欲が向上しているこ
とから、施業の集約化・高性能林業機械の導入による効率的かつ低コストな施業につい
て、関係機関と連携し普及啓発を行い、施業の推進を図りたい。（那賀町）

評 価 結 果 ・必要性： 森林の有する多面的機能の維持・増進を図るための森林整備が計画的に実施
されていること。造林、保育、素材生産等の施業を効率的に行うためのネット
ワークであり、林業の最も重要な生産基盤である路網が整備されたこと等か
ら、事業の必要性が認められる。

・効率性： 森林整備については、喫緊の課題である間伐を優先的に実施していること。
林道整備については、現地に応じた最も効果的かつ効率的な線形の設定に努
め、工種・工法の選定に当たってもコスト縮減に努めていること等から、事業
の効率性が認められる。

・有効性： 適切な森林施業の実施により、森林の有する多面的機能の維持・増進に寄与
していること。林道整備により森林へのアクセスが容易になり、森林整備を実
施するコストも縮減されること。林道が災害時の迂回路としても機能している
こと。森林整備により森林の景観が向上してきていること。

以上のことから、事業の有効性が認められる。
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整理番号 8

事業名：森林環境保全整備事業 都道府県名：徳島県

地域(地区）名：那賀
な か

町 （単位：千円）

評価額

8,065,281

2,782,698

5,823,588

5,617,645

4,910,288

木材生産等経費縮減便益 29,165

木材利用増進便益 83,653

1,578,414

11,178

森林管理等経費縮減便益 1,387

森林整備促進便益 1,733,221

維持管理費縮減便益 9,367

30,645,885

5,293,973

30,645,885

5,293,973

造林作業経費縮減便益

費用便益比 B÷C　＝

土砂流出防止便益

森林整備経費縮減等便益

＝ 5.79

総　便　益　（B)

総　費　用　（C)

洪水防止便益

水源涵養
かん

便益

炭素固定便益環境保全便益

流域貯水便益

水質浄化便益

山地保全便益

木材生産等便益

木材生産確保・増進便益

便　益　集　計　表

（森林整備事業）

大　区　分 中　区　分 備　　考
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完了後の評価個表
整理番号 森９－１

事 業 名 森林環境保全整備事業 都 道 府 県 大分県

地域(地区）名 竹田市 事業実施主体 大分県、竹田市、森林組合等
ふりがな たけ た し

関 係 市 町 村 竹田市 管 理 主 体 大分県、竹田市、森林組合等

事業実施期間 平成19年度～平成23年度（５年間） 完了後経過年数 ５年

事業の概要・目的 ① 位置等
竹田市は、九州のほぼ中央部、大分県の南西部に位置し、西は熊本県、南は宮崎県に接

し、周囲をくじゅう連山、阿蘇外輪山、祖母傾など九州を代表する山々に囲まれた丘陵地
であり、豊富な湧水群をもつ水と緑あふれる自然豊かな地域である。

② 森林の状況
本地区の民有林面積は28千haでそのうちスギ等の人工林が14千haで51％を占めている。

特用林産物の椎茸の原木でもあるクヌギ林の面積が多いのも特徴である。
また、地区内の森林の一部は、阿蘇くじゅう国立公園、祖母傾国定公園及び祖母傾県立

公園に指定されている。また水源かん養や土砂流出及び土砂崩壊防備保安林が民有林面積

の21％となっている。このため、森林の持つ水源涵養機能等の公益的機能を高度に発揮さ
かん

せるために森林整備の実施が必要である。

③ 本地区を整備する目的・意義
本地区は、自然公園や保安林に指定された森林も多く公益的機能に対する要請が高いた

め、間伐等の森林整備を適正に実施していくことが必要であった。
併せて、間伐等と一体的に整備された路網により、高性能林業機械を活用した低コスト

施業を推進し、地域材等の有効利用を行うことが期待されていた。
このため、森林の有する公益的機能の高度発揮と地域材の有効活用を目的として、間伐

等の森林整備と路網整備を実施した。

（事業概要）
森林整備 植栽:223ha、萌芽整理:146ha、下刈:2,864ha、除・間伐:1,149ha

森林作業道:3,260m

森林管理道整備
①筒井原・葛路線 車道幅員3.00m 開設延長 4,773m 利用区域210ha
②三宅山線 車道幅員3.00m 開設延長 11,580m 利用区域407ha

総事業費 1,405,325千円（当初総事業費 6,336,924千円）

① 費用対効果分析の 平成29年度時点における費用対効果分析の結果は以下のとおりである。
算定基礎となった なお、事業内容の変更や低コスト化に伴い、事業採択時に比べ総便益は増となり、総事
要因の変化 業費及び総費用が減となった。

総便益（Ｂ） 55,784,612千円 （事業採択時 48,164,934千円）
総費用（Ｃ） 6,076,813千円 （事業採択時 12,820,613千円）
分析結果（Ｂ／Ｃ） 9.18 （事業採択時 3.76 ）

② 事業効果の発現状 本事業で植栽されたスギやヒノキの成長は良好で、間伐等を行った箇所とともに多様な

況 環境を持つ健全な森林として育成されており、木材生産のほか、水源涵養機能等の公益的
かん

機能の高度発揮が期待される森林が整備された。
林道が整備された区域において、森林施業の効率化、木材生産の低コスト化が図られた

ことから、適期を迎えた主伐や間伐及び造林･保育作業がなされ、整備前は５年間で98haだ
ったが、整備後は218ha実施され、今後も239haの森林整備が計画されるなど森林施業が活
性化された。

③ 事業により整備さ 本事業で実施した植栽木やクヌギの萌芽をシカ被害から防止するシカネットは、森林組
れた施設の管理状 合、森林所有者等により適切に管理されている。
況 本事業により開設された林道は、竹田市が定めた林道維持管理規程に基づき管理されて

いる。

④ 事業実施による環 再造林を実施することで、森林の持つ公益的機能の早期回復が図られている。また、間
境の変化 伐を実施することで植栽木の生長が促され、林内が明るくなったことにより下層植生の回

復がみられる。
林道開設による野生動植物の生息・生育環境の悪化、渓流水の流量の減少などの影響は

見受けられない。

⑤ 社会経済情勢の変 隣接市に木質バイオマス発電施設が稼働したことから、低質材も含めた木材供給先が確
化 保されつつあり、間伐材等も搬出されている。

林道整備により、作業現場へのアクセス改善、集約化による森林施業コストの低減が図
られることで、森林所有者による森林施業の意欲が徐々に高まってきており、持続的な森
林経営と間伐等の生産性向上が図られるとの期待がより一層高まってきている。
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整理番号 森９－２

⑥ 今後の課題等 当事業により森林整備が着実に実施されてきているが、木材価格の低迷等により森林所
有者の森林整備に対する意欲は高いとは言えない状況にある。このため、路網の整備によ
る効率的な施業の実施や、疎植造林など森林整備の低コスト化を推進する必要がある。

・地元の意見： 当事業により間伐などの森林整備が行われたことで、将来の森林資源の
確保と、公益的機能の早期回復が図られている（大分県）

森林が適切に管理され、水源涵養機能等に貢献している。（竹田市）

当事業の実施により、間伐等と一体的に整備した路網により、効率的な
木材の伐出・運搬が行えるようになり、木材利用量が増加した。
（竹田市森林組合）

評 価 結 果 ・必要性： 地域の森林整備が計画的に実施されたことで、地元の意見にもあるように水

源涵養機能や土砂流出防止機能など、森林の公益的機能の維持に貢献してい
かん

る。また、森林所有者が高齢化し、森林整備への意欲が低下しているが、当事
業の実施により森林整備が推進されている。以上のことから、事業の必要性が
認められる。

・効率性： 森林整備の計画に当たっては、現地に応じた最も効果的かつ効率的な工種・
工法で実施しており、事業実施に当たっても疎植造林を行うなどコスト縮減に
努め、総事業費の削減が図られたことから、事業の効率性が認められる。

・有効性： 当事業の実施後は、土砂流出の防止、水源涵養機能等の公益的機能の高度発
かん

揮に寄与するなど、当事業の効果が発揮されている。また、主伐後の再造林も
推進され、木材の利用も活発に行われていることから、事業の有効性が認めら
れる。
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整理番号 9

事業名：森林環境保全整備事業 都道府県名：大分県

地域(地区）名：竹田
た け た

（単位：千円）

評価額

32,317,380

2,682,547

6,358,320

7,987,846

2,829,875

12,331

5,691

2,940,540

2,064

633

582,721

40,999

2,474

21,191

55,784,612

6,076,813

55,784,612

6,076,813

走行経費減少便益

木材生産等便益 木材生産利用増進便益

森林整備経費縮減等便益

造林作業経費縮減便益

森林管理等経費縮減便益

森林整備促進便益

便　益　集　計　表

（森林整備事業）

大　区　分 中　区　分 備　　考

水源涵養便益

洪水防止便益

流域貯水便益

水質浄化便益

山地保全便益 土砂流出防止便益

木材生産等経費縮減便益

環境保全便益

＝ 9.18

総　便　益　（B)

総　費　用　（C)

炭素固定便益

木材生産確保・増進便益

費用便益比 B÷C　＝

一般交通便益
走行時間短縮便益

災害時迂回路等確保便益災害時軽減便益
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完了後の評価個表
整理番号 森10－１

事 業 名 森林環境保全整備事業 都 道 府 県 大分県

地域(地区）名 豊後大野市 事業実施主体 大分県、豊後大野市、森林組合等
ふりがな ぶん ご おお の し

関 係 市 町 村 豊後大野市 管 理 主 体 大分県、豊後大野市、森林組合等

事業実施期間 平成19年度～平成23年度（５年間） 完了後経過年数 ５年

事業の概要・目的 ① 位置等
豊後大野市は、大分県の南西部に位置し、東に大峠山、佩楯山、西に阿蘇外輪山のす

そ野、北に神角寺・鎧ヶ岳、南に祖母・傾山、三国峠に囲まれた盆地状をなし、中央に
は大野川が流れている。森林率74%の農林業が基幹産業の地域である。

② 森林の状況
本地区の民有林面積は37千ha、そのうち人工林が16千haで44％を占めており、その森

林資源は利用期に達したⅨ齢級以上の森林が51％を占める偏った齢級構成となってい
る。また、特用林産物の椎茸の産地でもあることから椎茸原木用のクヌギ林が多いこと
も特徴である。

水源涵養や土砂流出及び土砂崩壊防備保安林が民有林面積の30％となっており、森林
かん

の持つ水源涵養機能等の公益的機能を高度に発揮させるために森林整備の実施が必要で
かん

ある。

③ 本地区を整備する目的・意義
近年、森林の持つ公益的機能の確保の重要性は、ますます高まってきており、主伐後

の再造林及び保育、間伐等の森林整備を適正に実施していく必要があった。
一方、充実した森林資源の利活用を図ることが重要な課題となる中、低質材の新たな

需要が期待されるようになった。
このため、森林の有する多面的機能の維持・増進を図り、もって森林環境の保全に資

することを目的として、計画的に除・間伐等の森林施業を推進するとともに、路網が必
要な森林においては森林管理道の整備を実施した。

（事業概要）
森林整備 人工造林:136ha、下刈:2,283ha、除・間伐:2,032ha、萌芽整理:152ha

森林作業道:2,320m
森林管理道改良
① 鎧ヶ岳線 車道幅員4.00m 改良延長68m 利用区域面積105ha
② 通山線 車道幅員4.00m 改良延長66m 利用区域面積 40ha
森林管理道舗装
① 烏帽子神角線 車道幅員3.00m 舗装延長3,403m 利用区域面積873ha
② 栗ヶ畑・炎線 車道幅員3.00m 舗装延長2,054m 利用区域面積 48ha

総事業費 1,231,867千円（当初総事業費 4,933,050千円）

① 費用対効果分析の 平成29年度時点における費用対効果分析の結果は以下のとおりである。
算定基礎となった なお、事業内容の変更や低コスト化に伴い、事業採択時に比べ総便益は増となり、総事
要因の変化 業費及び総費用が減となった。

総便益（Ｂ） 54,730,209千円 （事業採択時 48,164,934千円）
総費用（Ｃ） 6,126,358千円 （事業採択時 12,820,613千円）
分析結果（Ｂ／Ｃ） 8.93 （事業採択時 3.76 ）

② 事業効果の発現状 本事業で植栽されたスギやヒノキの成長は良好で、間伐等を行った箇所とともに多様な

況 環境を持つ健全な森林として育成されており、木材生産のほか、水源涵養機能等の公益的
かん

機能の高度発揮が期待される森林が整備された。
林道が整備された区域において、森林施業の効率化、木材生産の低コスト化が図られた

ことから、適期を迎えた主伐や間伐及び造林･保育作業がなされ、整備前は５年間で47.8ha
だったが、整備後は143.7ha実施され、今後も163.5haの森林整備が計画されるなど森林施
業が活性化された。

③ 事業により整備さ シカ被害を防止するため、植栽や萌芽整理を実施する際はシカネットを設置している。
れた施設の管理状 設置後は森林組合、森林所有者等により適切に管理されている。
況 本事業により開設された林道は、豊後大野市が定めた林道維持管理規程に基づき管理さ

れている。

④ 事業実施による環 再造林を実施することで、森林の持つ公益的機能の早期回復が図られている。また、間
境の変化 伐を実施することで植栽木の生長が促され、林内が明るくなったことにより下層植生の回

復がみられる。
林道開設による野生動植物の生息・生育環境の悪化、渓流水の流量の減少などの影響は

見受けられない。
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整理番号 森10－２

⑤ 社会経済情勢の変 市内に大規模な木質バイオマス発電施設ができたことや隣接市に木材加工施設が整備さ
化 れ、本事業で整備された森林から枝条も含めた木質資源が供給されており、主伐後の再造

林を徹底する必要が増している。
林道整備により、作業現場へのアクセス改善、集約化による森林施業コストの低減が図

られることで、森林所有者による森林施業の意欲が徐々に高まってきており、持続的な森
林経営と間伐等の生産性向上が図られるとの期待がより一層高まってきている。

⑥ 今後の課題等 本事業により森林整備が着実に実施されてきているが、木材価格の低迷等により森林所
有者の森林整備に対する意欲は高いとは言えない状況にある。このため、路網の整備によ
る効率的な施業の実施や、疎植造林など森林整備の低コスト化を推進する必要がある。

・地元の意見： 当事業により間伐などの森林整備が行われたことで、将来の森林資源の
確保と、公益的機能の早期回復が図られている（大分県）。

森林が適切に管理され災害発生の防止に貢献している（豊後大野市）。

当事業の実施により、森林所有者の再造林に対する意欲が向上した。路
網整備により、効率的な木材の伐出・運搬が行えるようになり、木材利用
量が増加した。（大野郡森林組合）。

評 価 結 果 ・必要性： 地域の森林整備が計画的に実施されたことで、森林の公益的機能の維持に貢
献している。また、森林所有者が高齢化し、森林整備への意欲が低下している
が、当事業の実施により森林整備が推進されている。
以上のことから、事業の必要性が認められる。

・効率性： 森林整備の計画に当たっては、現地に応じた最も効果的かつ効率的な工種・
工法で実施しており、事業実施に当たっても疎植造林を行うなどコスト縮減に

努め、総事業費の削減が図られたことから、事業の効率性が認められる。

・有効性： 当事業の実施後は、土砂流出の防止、水源涵養機能等の公益的機能の高度発
かん

揮に寄与するなど、当事業の効果が発揮されている。また、主伐後の再造林も
推進され、木材の利用も活発に行われていることから、事業の有効性が認めら
れる。

88



整理番号 10

事業名：森林環境保全整備事業 都道府県名：大分県

地域(地区）名：豊後大野
ぶんご お おの

（単位：千円）

評価額

30,141,186

2,298,829

5,448,786

山地保全便益 7,833,560

5,168,932

14,061

24,058

3,195,001

5,636

287,051

203,677

22,544

26,979

59,909

54,730,209

6,126,358

54,730,209

6,126,358

便　益　集　計　表

（森林整備事業）

大　区　分 中　区　分 備　　考

走行時間短縮便益

森林整備促進便益

木材生産等便益 木材利用増進便益

木材生産確保・増進便益

水源涵養便益

洪水防止便益

流域貯水便益

総　便　益　（B)

総　費　用　（C)

水質浄化便益

土砂流出防止便益

炭素固定便益環境保全便益

費用便益比 B÷C　＝ ＝ 8.93

木材生産等経費縮減便益

森林整備経費縮減等便益

災害時迂回路等確保便益

造林作業経費縮減便益

一般交通便益

災害等軽減便益

維持管理費縮減便益

走行経費減少便益
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完了後の評価個表
整理番号 森１－１

事 業 名 森林居住環境整備事業 都 道 府 県 群馬県

地域(地区）名 吾妻 事業実施主体 群馬県
ふりがな あがつま

関 係 市 町 村 中之条町、長野原町、東吾妻町、高山 管 理 主 体 中之条町、長野原町、東吾妻町、高山
村 村

事業実施期間 平成19年度～平成23年度（５年間） 完了後経過年数 ５年

事業の概要・目的 ① 位置等
本地区は、群馬県の北西部に位置し、利根川水系の吾妻川流域に位置する３町１村か

らなる地区で、恵まれた森林地域の特性を活かした農林業と豊富な温泉資源を中心とす
る観光産業が盛んである。

② 森林の状況
本地区の森林面積は72千haで、人工林がおよそ半数の35千haを占めており、そのうち

間伐等の森林整備が必要となるⅢ齢級からⅧ齢級の森林は4千haで約11％を占める。
また、水源かん養保安林が27千ha、土砂流出防備保安林が7千ha指定されており、森林

の持つ公益的機能を高度に発揮させるための森林整備の実施が期待されている。
② 本事業を実施する目的・意義

林道等の路網整備は遅れており、適切な時期に森林施業が行われていないため、森林
への到達時間の短縮、労働力や資材の効率的な移動により森林施業コストの低減を図り
ながら、森林整備を促進する必要があった。

このため、森林の有する多面的機能の維持・増進を図り、もって森林環境の保全に資
することを目的として、路網が必要な森林において森林基幹道の整備を実施した。

（事業概要）
森林基幹道開設 吾嬬山線 車道幅員4.0m 開設延長5,169m 利用区域面積4,243ha

か づ まやません

北山本線 車道幅員3.0m 開設延長 196m 利用区域面積1,629ha
きたやまほんせん

総事業費 1,152,583千円 （当初総事業費 1,920,400千円）

① 費用対効果分析の 平成29年度時点における費用対効果分析の結果は以下のとおりである。
算定基礎となった 総便益については、事業採択以降に費用対効果分析の手法が見直されたことにより増加
要因の変化 し、総費用については、労務単価や年間維持管理費の増加に伴い増加した。

総便益（Ｂ） 4,313,402千円 （事業採択時 3,676,332千円）
総費用（Ｃ） 2,430,217千円 （事業採択時 1,773,692千円）
分析結果（Ｂ／Ｃ） 1.77 （事業採択時 2.07 ）

② 事業効果の発現状 林道整備により森林施業地までの到達時間の短縮及び施業コストの低減が図られ、整備
況 前５年間の森林整備面積約860haに対し、整備期間５年間で約1,340ha（1.5倍）の森林整備

が実施されている。
集落間に位置する林道は、地域住民の重要な生活道として利用されている。

③ 事業により整備さ 本事業により整備された林道は、中之条町・東吾妻町・長野原町・高山村が定めた林道
れた施設の管理状 管理規定に基づき適切に管理され、年数回の草刈りや側溝清掃、路面の整正等が行われ維
況 持管理状況はおおむね良好である。なお、管理委託・料金徴収はしていない。

④ 事業実施による環 林道整備により、林業従事者の作業効率改善や作業コスト低減が図られて、森林経営に
境の変化 よる収入が増加するため、森林組合からの施業提案を受け入れるなど森林所有者の森林経

営に対する意識が向上してきている。
林道整備による野生動植物の生息・生育環境の悪化、渓流水の流量の減少などの影響

は見られない。

⑤ 社会経済情勢の変 林道整備に伴い高性能林業機械が導入され、効率的な森林施業による労働力の軽減や通
化 勤時間の短縮が図られた。森林施業の実施面積が開設前と比べ5割増加してきたことから、将

来の木材供給源としての期待が高まってきている。
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完了後の評価個表
整理番号 森２－１

事 業 名 森林居住環境整備事業 都 道 府 県 熊本県

地域(地区）名 玉名 事業実施主体 熊本県
ふりがな たま な

関 係 市 町 村 玉名市、南関町 管 理 主 体 玉名市、南関町

事業実施期間 平成19年度～平成23年度（５年間） 完了後経過年数 ５年

事業の概要・目的 ① 位置等
本地区を構成する玉名市（旧玉名市区域）及び南関町は、熊本県の北西部に位置し、

地区の南部を南西に一級河川菊池川が有明海へ流れ、北側は福岡県、東側は和水町、西
側は荒尾市、旧岱明町（現玉名市）、に挟まれている。

また、地区の西側には小岱山を有し、山系全体が県立自然公園に指定されており、登
山等の入り込みが非常に多い地区である。

② 森林の状況
本地区の総面積は16千haで、森林面積は6千ha（森林率35％）で、このうち人工林は2

千ha（約35％）、蓄積885千m3で、天然林が約55％を占めている。
また、人工林はⅦ齢級以上の壮齢林が多い。

③ 本地区を整備する目的・意義
森林がⅧ齢級以上の木材生産可能な齢級となるなか、過疎や高齢化等による労働力不

足や木材価格の低迷により、手入れが遅れた林分の増加が懸念される状況にあった。
また、以前から小岱山周辺では入り込み客の多さから山林火災が多発しており、地元

住民からの防火に対する対策を求める声が上がっていた。
このため、木材生産の低コスト化による森林の循環利用の推進や、森林の有する多面

的機能の向上と併せて、防火帯としての機能を果たすことで延焼を最小限に食い止める
ことのできる基幹的林道の整備を実施した。

（事業概要）
路網整備 東部小岱山線 車道幅員7.0ｍ 開設延長2,856ｍ 利用区域面積751ha

総事業費 1,310,164千円 （当初総事業費 1,586,416千円）

① 費用対効果分析の 平成29年度時点における費用対効果分析の結果は以下のとおりである。
算定基礎となった 総便益については、事業採択以降に費用対効果分析の手法が見直されたことにより増加
要因の変化 した。

また、総費用については、労務単価や年間維持管理費の増加に伴い増加した。

総便益（Ｂ） 2,219,744千円 （事前評価時 1,680,478千円）
総費用（Ｃ） 2,160,050千円 （事前評価時 1,433,215千円）
分析結果（Ｂ／Ｃ） 1.03 （事前評価時 1.17 ）

② 事業効果の発現状 ① 林道沿線において、約67haの森林経営計画が策定され、作業路の開設や間伐事業の推
況 進などと併せ、森林の公益的機能の向上が図られている。

② 集落間の交通アクセスの軽減といった効果が近隣住民からの聞き取りでも確認でき、
十分に発揮されている。

③ 本路線の整備により、小岱山周辺での山林火災に対しての延焼への備えができ、森林
保全につながっている。

④ 施設や登山口へのアクセスルートとして県内・県外問わず利用されていることが入り
込み数等で確認できるため効果が発揮されている。

③ 事業により整備さ 事業実施後は、地元である玉名市、南関町の両町において、委託契約等により除草作業
れた施設の管理状 や施設の維持管理が適切に行われており、玉名市においては、平成26年度に林道維持管理
況 コンクールにおいて林野庁長官賞を受賞している。

また、地元消防団による防火水槽の定期点検が実施されているなど、良好な維持管理状
況にある。

④ 事業実施による環 間伐事業による針広混交林の整備や、森林経営計画の樹立など、森林管理への意識が向
境の変化 上している。

また、林道を利用した登山者の増加など、自然とふれあう場としての森林への関心が高
まりつつある。

なお、林道整備による野生動植物の生息・生育環境の悪化、渓流水の流量の減少などの
影響は見られない。

⑤ 社会経済情勢の変 ① 林道の整備により、森林施業地までの到達時間短縮による労働強度の軽減や、高性能
化 林業機械の導入等による作業コストの軽減が図られ、林業生産性が向上しつつある。

② 近隣で木質バイオマス発電施設が稼働を始めており、広葉樹や竹資源の利用等、新た
な木材の活用に期待が高まっている。

③ 近隣住民のアクセス経路としても活用されているため、通勤での利用等様々な効果が
発揮されている。
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整理番号 森１－２

⑥ 今後の課題等 森林資源は成熟し本格的な利用期を迎えていることから、より適切な整備と保全を行う
取組みが求められているが、木材価格の低迷や森林所有者の高齢化、不在村所有者の増加
等から、管理されない森林が増加する傾向にあり、森林の適切な整備・保全を図りなが
ら、森林の有する多面的機能を持続的に発揮させることが重要である。

また、防火林道としての機能を最大限に発揮するため、維持管理及び森林整備を随時行
っていき、山林火災の未然防止の啓発を図る。

（地元の意見）
・ 森林整備の実施により、水源涵養機能や土砂流出防止等の公益的機能の高度発揮に寄

与している（熊本県）。
・ 林道の整備により、小岱山自然公園利用者の利便性の向上や、山林火災発生の減少に

も寄与している（玉名市）。
・ 林道の開設後に町単独で作業路の整備を行い、森林整備の促進を行っている（南関

町）。

評 価 結 果 ・必要性： これまで、小岱山周辺では山林火災が多発した時期があり、小岱山東側への
延焼防止のため、防火林道としての機能が十分に発揮されていると言える。ま
た、住民の交通アクセス軽減としての役割にも寄与していることから、事業の
必要性が認められる。

・効率性： 事業実施において、現地の地形に応じた計画線形の選定を行うとともに、近
年大きな災害等が起こっておらず、災害復旧経費等がかからない路線であるた
め、事業の効率性が認められる。

・有効性： 林道の持つ防火機能と併せて、森林へのアクセスが容易となり、木材生産や
森林整備のコスト縮減による森林資源の循環利用が促進され、有効性が認めら
れる。
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整理番号 2

事業名：森林居住環境整備事業 都道府県名：熊本県

地域(地区）名：玉名
たまな

（単位：千円）

評価額

4,130

684

175,118

35,030

201,950

443,105

92,258

森林の総合利用便益 95,192

160,337

1,011,940

2,219,744

2,160,050

2,219,744

2,160,050
費用便益比 B÷C　＝ ＝ 1.03

総　便　益　（B)

総　費　用　（C)

木材生産確保・促進便益

森林管理等経費縮減便益

走行時間短縮便益

フォレストアメニティ施設利用便益

便　益　集　計　表

大　区　分 中　区　分 備　　考

木材生産等便益

木材生産経費縮減便益

木材利用増進便益

災害等軽減便益

森林整備促進便益

走行経費減少便益

ふれあい機会創出便益

防火帯便益

森林整備経費縮減等便益

一般交通便益
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19繰
2工区
4工区
3工区
6工区
1工区
合計

20現
3工区

21現
3工区
5工区
1工区

EP

玉名市道青木小岱線

県道玉名八女線

市場名：鹿本森林組合共販所

南関町道古小岱の里線

事 業 概 要 図

BP

全体延長
9,306ｍ

南関町側

L=3,504.80m

2工区

4工区

玉名市側

L=5,801.36m

3工区

5工区

6工区

1工区

開設済み

凡　　例

利用区域

保安林

森林整備箇所

開設済み

凡　　例

利用区域

保安林

森林整備箇所
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整理番号 森１－２

⑥ 今後の課題等 長期的な木材価格の低迷等により人工林の森林整備が十分でない状況にあるため、森林
所有者に対する森林施業実施の普及啓発を行い、積極的に施業実施を促す必要がある。

また、本林道と連絡する林業専用道や森林作業道の整備及び施業の集約化を行い、効率
的かつ低コストな施業を推進する必要がある。

（地元の意見）
・ 林道整備により森林へのアクセスが改善されたため、適切な森林整備が図られ、木材

生産機能や公益的機能が向上している。（群馬県）
・ 当該地区４町村を結ぶ連絡道路として活用されると共に、森林資源の有効活用が図ら

れ、町活性化の役割を果たしている。（中之条町）
・ 大型機械による合理的な林業経営が可能となり、森林の有効活用が図られている。

（長野原町）
・ 林道を利用して、他地区の集落への移動や森林管理の利便性が高まった。

（東吾妻町）
・ 既存林道と連絡し、森林への移動が効率的になり効果的な森林整備が図られている。

（高山村）

評 価 結 果 必要性： 森林整備を効率的に行うための基盤となる林道が求められている地域であることや、

本事業施工後の森林整備により、水源涵養や山地災害防止等の公益的機能の発揮
かんよう

に寄与しており、必要性が認められる。

効率性： 現地の条件に応じた計画を作成し、工法比較により適切な擁壁等を選定するこ
とでコスト縮減に努め、費用対効果分析の結果、費用以上の効果が得られており、
効率性が認められる。

有効性： 林道整備により森林へのアクセスや機能性が向上したことから、作業効率が良
くなり、森林整備や木材生産が促進されており、事業の有効性が認められる。
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整理番号 1

事業名：森林居住環境整備事業 都道府県名：群馬県

地域(地区）名：吾妻
あがつま

地区 （単位：千円）

評価額

307,451

112,607

486,813

40,539

3,365,992

4,313,402

2,430,217

4,313,402

2,430,217

（注）便益額算定方法は、代表路線を表示しています。

便　益　集　計　表

大　区　分 中　区　分 備　　考

木材生産等便益

木材生産経費縮減便益

木材利用増進便益

木材生産確保・増進便益

＝

森林整備経費縮減等便益
造林作業経費縮減便益

森林整備促進便益

総　便　益　（B)

総　費　用　（C)

費用便益比 B÷C　＝ 1.77
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①

②

東吾妻町

中之条町

中之条町

長野原町

高山村

(旧六合村)

(旧吾妻町)

①～②

① 森林基幹道 吾嬬山線
② 森林基幹道 北山本線

区 域

凡　 　例

市 町 村 界

施工箇所番号

計 画 箇 所

既 設 箇 所
施 工 箇 所

森林居住環境整備事業 吾妻地区（群馬県）位置図
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